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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　磁気シールド空間内に配置された脳磁計を有するとともに、この脳磁計を構成するヘル
メットに被験者の頭部を挿入し、前記被験者に視覚刺激を与えて誘発脳磁場を測定する視
覚誘発脳磁場計測システムにおいて、前記脳磁計の前記ヘルメットが配置された上側面に
反射板及びスクリーンを収納し、視覚刺激検査に際しては、前記反射板とスクリーンを所
定位置まで移動させることを特徴とする視覚誘発脳磁計測システム。
【請求項２】
　前記反射板およびスクリーンは視覚刺激検査終了後は元の位置に収納されカバーで覆わ
れるように構成したことを特徴とする請求項１に記載の視覚誘発脳磁計測システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、脳磁計などの生態磁気計測に使用する視覚誘発脳磁計測システムに関し、被
験者の安全と計測効率の向上を図った視覚誘発脳磁計測システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　生体における脳の神経活動は、未だ不明な点が有り、更なる解明が望まれている。近年
、人間の脳の神経活動によって発生する磁気を計測する生体磁気計測の１分野として、被
験者に画像を見せ、脳が誘発する微弱な磁場（磁界）を計測することにより、脳の神経活
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動を解明しようとするものがある。
【０００３】
　例えば、人間の脳の神経活動によって発生する磁気を計測する生体磁気計測の１分野と
して、被験者に視覚刺激用の画像を見せ、その反応を測定する視覚反応測定がある。
　これは具体的には、パターンアピアランス刺激及びパターンリバーサル刺激と呼ばれる
ものである。
【０００４】
　パターンアピアランス刺激とは、５００±１００（ｍｓ）毎に、チェッカーボードパタ
ーンと等輝度の無構造刺激を交互に呈示し、この刺激に対して被験者が誘発する脳磁場（
磁界）の変化を測定するものである。また、パターンリバーサル刺激とは、５００±１０
０（ｍｓ）毎に、チェッカーボードパターンの暗部と明部とを入れ換えた刺激に対して被
験者が誘発する脳磁場（磁界）の変化を測定するものである。
【０００５】
　視覚誘発脳磁界の計測には、種々の視覚パターンを高速に提示できる視覚刺激呈示装置
が必要である。また、生体磁気は環境磁気に比べ１００万分の１と微弱なため、通常磁気
シールド装置内で計測される。被験者に画像を見せる場合、画像提示装置としてＣＲＴデ
ィスプレイやプロジェクタ等が使用されるが、ＣＲＴを用いた刺激装置は、心理学や脳は
測定等には有効であるが、強い磁界を発生するため、微弱な磁界を計測する脳磁界計測に
は適さない。
【０００６】
　そのため、それらの装置は磁気シールド装置の外部に設置される。視覚関連の脳磁界測
定では、プロジェクタ式テレビを用いたり、開放型の特殊な磁気シールドルームとプロジ
ェクタを併用したり、ＳＱＵＩＤ装置とＣＲＴとを５ｍ以上離して使用している。
【０００７】
　図２は視覚誘発脳磁計測システムの従来例を示す斜視図である。図２において、１はヘ
ルメット１ａを有する脳磁計である。被験者横臥台２には被験者（図示せず）が頭部をヘ
ルメット１ａ側に向けて横臥する。そして、測定時には被験者横臥台２がヘルメット１ａ
側に例えば２５ｃｍ程度移動し頭の一部がヘルメット１ａ内に挿入される。
【０００８】
　被験者横臥台２を跨いで門状に形成されたスクリーン架台３の中央付近にはスクリーン
５及び反射板４が配置されており、スクリーン架台３は矢印Ａ方向に移動可能とされてい
る。そして、被験者が被験者横臥台２に横臥した状態でスクリーン５を裏面から観察でき
る位置に配置される。これら脳磁計１、被験者横臥台２、スクリーン架台３は磁気シール
ド室内に配置されている。
【０００９】
　なお、プロジェクタ６は実際にはシールド室の外部に配置されており、このプロジェク
タ６から投影される画像（例えば漢字、ひらがな、千鳥格子等）がシールド室内に入射し
て反射板４で反射してスクリーン５に投影するようになっている。被験者はその投影され
た画像の視覚刺激に反応して微弱な磁界を発生させる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特開平０８－１７３３９８号公報
【特許文献２】特開平０９－０００５００号公報
【特許文献３】特開平０９－０００５０１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　ところで、このような視覚誘発脳磁計測システムにおいては、測定が終了した後、被験
者が起き上がろうとしてスクリーン架台に頭をぶつける可能性がある。従って、測定終了
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後はスクリーン架台３を後方（足側）に移動させている。
【００１２】
　即ち、従来の構成では被験者を覆うように設置されたスクリーン架台３が被験者の起き
臥しの邪魔となった。そのため、画像をスクリーンに投影して行う視覚刺激検査のたびに
、スクリーン架台を移動する必要があった。
【００１３】
　本発明は、上記問題を解決するためになされたものであり、その目的は、被験者の起き
臥しの邪魔にならず、スクリーン架台の移動が不要な反射板およびスクリーンの収納構造
を実現することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明は上記問題点を解決するためになされたもので、請求項１に記載の視覚誘発脳磁
計測システムの発明においては、
　磁気シールド空間内に配置された脳磁計を有するとともに、この脳磁計を構成するヘル
メットに被験者の頭部を挿入し、前記被験者に視覚刺激を与えて誘発脳磁場を測定する視
覚誘発脳磁場計測システムにおいて、前記脳磁計の前記ヘルメットが配置された上側面に
反射板及びスクリーンを収納し、視覚刺激検査に際しては、前記反射板とスクリーンを所
定位置まで移動させることを特徴とする。

【００１５】
　請求項２においては、請求項１に記載の視覚誘発脳磁計測システムの発明において、
　前記反射板およびスクリーンは視覚刺激検査終了後は元の位置に戻され、カバーで覆わ
れるように構成したことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明の請求項１，２の発明によれば、脳磁計のヘルメットが配置された上側面に反射
板及びスクリーンを収納し、視覚刺激検査に際しては、反射板とスクリーンを所定位置ま
で移動させ、測定終了後は元の位置に戻るように構成したので、被験者の起き臥しの邪魔
にならず、架台の移動を不要とし計測効率の向上を図った反射板およびスクリーンの収納
構造を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の視覚誘発脳磁計測システムの実施形態の一例を示す斜視図である。
【図２】従来の視覚誘発脳磁計測システムを示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　図１（ａ，ｂ）は本発明の視覚誘発脳磁計測システムの実施形態の一例を示す斜視図で
ある。
　図１（ａ）において、１１は脳磁計であり、図２に示す従来例の脳磁計１とはヘルメッ
ト１ａの上部側面に矩形状の穴１１ａを設けた点のみが異なり機能は同一である。
【００１９】
　穴１１ａ内には反射板４ａおよびスクリーン５ａが収納されており、通常は穴１１の上
辺に沿って設けられたカバー１０により覆われている（図１ｂ参照）。このカバーは上辺
を支点として回動させたとき支柱１２ａを伸縮させることにより任意の位置で開度を維持
可能に形成されている。
【００２０】
　また、反射板４ａおよびスクリーン５ａはカバー１０を所定の開度に維持した状態で被
験者がプロジェクター（図示省略）からの画像観察が可能な所定の位置まで突出可能に形
成されており、突出した状態では被験者横臥台（図２参照）に横臥した被験者が反射板４
ａを介してスクリーン５ａに写し出される画像を観察できるように維持される。突出のた
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めの動作は支柱１２ｂの伸縮により行うものとする。
【００２１】
　上述の構成によれば、従来のような被験者を覆うように設置されたスクリーン架台が不
要なので、被験者の起き臥しの邪魔となることがなく、画像をスクリーンに投影して行う
視覚刺激検査のたびに、スクリーン架台を移動する必要がない。
【００２２】
　なお、以上の説明は、本発明の説明および例示を目的として特定の好適な実施例を示し
たに過ぎない。例えば、反射板とスクリーンを突出させる構成は図示のものに限るもので
はなく必要に応じて任意な構成をとることができる。要は被験者の起き臥しの邪魔となる
ことがなく、画像を観察できるものであれば良い。
　従って本発明は、上記実施例に限定されることなく、その本質から逸脱しない範囲で更
に多くの変更、変形を含むものである。
【符号の説明】
【００２３】
　１，１１　　脳磁計
　１ａ　　　　ヘルメット
　２　　　　　被験者横臥台
　３　　　　　スクリーン架台
　４　　　　　反射板
　５　　　　　スクリーン
　６　　　　　プロジェクター
　１０　　　　カバー
　１１ａ　　　穴
　１２　　　　支柱

【図１】 【図２】
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